
●お問い合わせ　NPO法人 阪神つばめ学習会
6 hanshin.tsubame@gmail.com　5 hanshin-tsubame.sakura.ne.jp

代表のバハラム・イナンルさ
んが中心となり、活動に賛同
するメンバーが、こども達の
農業活動を支えている。
最初は土に触れることすら
とまどっていたこども達も、
最後には笑顔で農業体験
を楽しんでいるそう。

伸び放題だった竹藪（やぶ）を切り開いて整備し、農地に。伐採した竹を利用し、雑草
が生えなくなる土壌改良剤「竹パウダー（写真右）」を開発し、資源循環に寄与。

農業プロジェクトの拠点「大沢（おおぞう）
ベース」は老朽化した空き家を再生。
環境に配慮し、かまどやお風呂には再
生可能エネルギーを使用。

所得の格差が教育の格差となり、学力の差
を生み出さないよう、経済的に厳しい家庭の
こども達のために無償で学ぶ機会を提供し
ている「阪神つばめ学習会」。2015年にス
タートし、現在では年間約160回の無料塾
を開講。熱心な活動の成果として、同会で学
んだ中学3年生全員が第一志望の高校に合
格。同会のボランティア講師の登録者数も通

経済的困難を抱えるこども達に学びの場を提供
NPO法人 阪神つばめ学習会NO.136

●お問い合わせ　NPO法人 Peace & Nature　3 078・779・7474（9：00～17：00、水曜と12月28日～
1月3日は休）　6 info@peace-and-nature.com　5 peace-and-nature.com

日本人と外国人が共に活動する国際NPO
法人として2003年に設立した「Peace & 
Nature（ピース アンド ネイチャー）」。現在は、休耕田
を活用した「食と農プログラム」、再生可能
エネルギー計画や、六甲山での森づくり活
動を中心とした「環境プログラム」、座禅や自
然の中でのキャンプで自分の力を取り戻す
「人間力プログラム」の三本の柱で活動を展
開。自然との共生に向け、環境問題を理解
し、解決に向けて行動できる未来のグリー
ンリーダーの育成にも力を注いでいます。

こども達が学びながら体験できる場所と機会を用意
NPO法人 Peace & NatureNO.135

第11回 助成対象団体レポート
沿線の市民団体を応援する　阪急阪神 未来のゆめ・まち基金
阪急阪神ホールディングスグループでは、従業員からの募金と、その同額を阪急阪神ホールディ
ングスが上乗せし、阪急阪神沿線で活動している市民団体を助成する「阪急阪神 未来のゆめ・
まち基金」を運営しています。今回は、第11回助成先の中から2団体の活動をご紹介します。
※新型コロナウイルス感染症の影響で実施内容に変更が生じている可能性があります。詳細については各市民団体までお問い合わせください。 人づくり

次世代を担うこども達が、夢を
もって健やかに成長することを
応援する活動です。

環境づくり

安全・安心で文化的な地域コ
ミュニティづくりや、環境に配慮し
たまちづくりを目指す活動です。
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算200名以上となり、同会出身者がボラン
ティア講師として戻ってくるケースも増えてい
るそう。また学力を身につけるだけでなく、
様々な年齢や背景を持った講師とのふれあ
いを通して、多様な価値観を学び、将来的な
人格を形成する場になっています。今後は活
動量を増やすだけでなく、各地の無料塾の
立ち上げも積極的にサポートしていきます。
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最近では、校外学習として農業体験を取り
入れる学校から生徒を受け入れ、米や野菜
づくりを通して「食は農作物を作る人の努
力によって成り立っている」ことを学ぶと共
に、地域の困り事となっている稲刈りや竹
藪の整備などを手伝うことで、人の役に立
つ喜びも体感してもらいます。今後も地域
や学校とのつながりを深め、こども達に食や
環境について考える機会を提供し、年齢や
国籍を越えて、拠り所となれる持続可能な
コミュニティの構築も目指していきます。

2 500円（交通費は別途個人負担）（保険料、教材費などを含む）
0 1月17日（日）9：30～受付
1 県立六甲山ビジターセンター集合（10：00開始、15：00解散）
コース／Ａ.パークレンジャーコース：小学３年生以上（児童のみ）対象

Ｂ.ファミリーコース：５歳以上のこども・家族対象
定員／各コース20名　※先着順。　持ち物／防寒具・弁当・水筒・筆記具など
申込方法／FAXまたはメールにて
3 078・843・1494（六甲山を活用する会 事務局／10：00～18：00、土・日曜・
祝日と12月26日～1月4日は休）、3 090・3288・0569
6 info@rokkosan-katsuyo.com　5 rokkosan-katsuyo.com

「阪急阪神 未来のゆめ・まち基金」助成対象団体の活動紹介

六甲山を活用する会
2021年冬の「六甲山 子どもパークレンジャー」を目指そう！

六甲山の自然環境や歴史文化を知る機会を提供し、六甲山の活性化
を目指して活動する「六甲山を活用する会」。今回は「2021年冬の『六
甲山 子どもパークレンジャー』を目指そう！」をテーマに、山上の凍った
池や雪の雑木林などを通して、冬の六甲の自然を学ぶイベントを開催
します。当日は六甲山の自然や生物を調査したり、小学3年生以上を対
象とした“森で調べる”パークレンジャーコースと、六甲山の冬の自然環
境に親しみたいご家族向けの“森に親しむ”ファミリーコースの2コース
をご用意。暖かい服装でしっかり防寒しながら、都会では出合えない冬
の自然を堪能しませんか。
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勉強する意欲
のある中学生を
対象としたオー
プンスタイルの
無料塾。

毎回、5～10名のボランティア講師が参加。こども2～4名へ個別指導。

この活動につながるSDGs
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